
特別講演会 ぐんま県民カレッジ連携講座 開催報告

その時、現場では何がおこっていたのか　〜介護老人保健施設　小名浜ときわ苑では〜

小名浜ときわ苑は、東日本大震災にともなう断水、建物の損壊や施設内スペースの制約、風評被害に起因する食料など物資全般の不足と

いった諸般の状況に対応するため、千葉県鴨川市への集団避難を経験しました。前橋市社会福祉協議会は中核市災害時相互応援協定に基

づき、いわき市に救援物資の搬送や職員派遣、また海岸に放置されている大量のがれき撤去等を行ってきました。

今回、被災地の経験から学ぶべきこと、そして私たちに何ができるのかをテーマに被災地いわき市の介護老人保健施設小名浜ときわ苑、

前橋市社会福祉協議会の協力を経てシンポジウムを開催いたしました。市民の方々、福祉、医療関係者の方々に伝えることで、それぞれ

の現場における備えを考える機会となったことと思います。

事業概要

▶ 対象／一般市民 福祉 医療関係者
▶ 場所／群馬医療福祉大学 昌賢アリーナ
▶ 受講料／無料
▶ 時間／ 13:00 〜 14:30　
▶ 参加者／ 220 名

東日本大震災・災害復興シンポジウム

〜その時　現場では何がおこっていたのか　小名浜ときわ苑では〜
被災地の経験から学ぶこと　そして　私たちにできることとは・・・
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